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観濁部月報
Mop－thly　Report，　Observing　Section，　O．A．A．
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東亜刃文国号
★遊星面課PLANETS．　　　諜長健莫＊gB（E．　D鷹Pre・圭d・n’t）

　火星協同観測は1944年1月末を以て打切るが，火星を逡ると，すぐ後へ木星

が迫ってみる．前回にも一寸記しておいたが，火星がお祭騒ぎされるのに，木

星が殆んど襯測されないのは遺憾な事である。木星の表面には火星と叉異った

興味がある．火星力湘當大きい口話の望遠鏡を要するのに比し2木星は10～15

糎の反射鏡を以て充分観測されるのであるから，もっと木星を襯て頂き度いと

大幽したい．

　さて木星の表面攣化につき応酬に記すと，先づ赤道帯（中＝央を東西に流れる大

圏）は，A・S・ヰリヤムズの説に依れば，11．95年の周期を以て白色（minimum）

から赤色系統の色（Maximum）に自訴する．このMa）ぐが去る1932年邊リベか

けて起ってるるが，’これにi酎し，マキントシュはこの周期を新しく7．3・5年と提

鳴し，去る1937年をMaxと見てみる．それで，今どちらの周期から見るも來

る1944年（昭和19年）は，赤道帯がMaximumを呈す時に當るわけで，黄色が

彊くなると共に漸次赤色を混じて翻る筈だから，年初から注意が肝要である．

　叉，上記ヰリヤムズに依れば，南牝爾嶽揮響縞（赤道帯の南北雨側を流れる太

い縞）が，11．86年め周期で，赤道帯と同様に交互にMaximum（赤味が彊くな

る）を呈する融化を繰返してみるが，．翻るべき1945年は南赤道帯がMaxと

なり，北赤道帯がminになる時に疑るから，こ玉2～3年は特に木星面に注意

を要する時である．

　次に，當課木星班では，『槻測手引』に解読してある如く，ζれれ迄は，表店

聯縞の督緯瞬二由る紙工時閲の醐定は敬遠してみたが，本年よりは特にこの方面へ

も晶出範園を鑛張する事にした．詳細は追記するが，取り敢へす略述すると，

各帯縞上に出回る凹陥部，凸出部，濃斑黒，白黒占，黒黙等が木星面の予午線通

過を眼硯的に測時し（3分以内の誤差は許容される）片つばしからとれを行ふ

のである．“測三三も使用せすに・・…・”と考へられるかも知れぬが，眼覗的に

求めた時刻が案外正レく，ヰリヤムズ氏も，16糎反射赤道儀に依って，この観

測に専念した．木星襯測の模威フィリップス氏をして，“木星表面観察に際し，如
　　　　　デイテ　　ル
何に帯縞の微細構造を正しく描いても，それ等が木星面の中央子午線の通過時

刻を記入してみないもρは観測としての債値は牛減する”と構し℃みるのを見

ても，この観測が如何に：重要なものか貸制る事と思ふ．
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　木星灘灘敷紙に記されてみるwl，　w2は，前者は第1系（赤道帯），後者は第

2系（南赤道帯の尭側から南極迄及び北赤道帯の南側から北極迄）の各中央経

度（太陽に照されてみる光輝面の）を記入する欄であるが，年月日と，正しい

決定時刻（1分迄正しく）を記入されれば，班長の手許で計算する．勿論使用時

刻は時報に依り正しく見時する事．

　尚，15糎以上の器械所有者に依って四飛衛星の蝕及擁蔽現象の観測に迄及ぼし

度く，槻測法の詳細は逐次獲表の豫定．

　土星は別に系統的な論詰は行ふ必要はないが，本命上に白斑の出現を時麦注

意する事が望ましV・．’

　金星は回天に輝熔てるるが，寧ろ芦間相當の高度の時，双眼鏡叉は赤道儀の

度盛環を活用して槻測する方が，眩惑も感ぜす，良い成績が期待出点る．

☆寒陽i藻　SUN　　課長代理山本一瞬（lssei　Yamarnoto．　Acting　Director．）

　脱幌の森氏が加はつて，太陽諜も可なり鶴測地がうまく分散することになっ

た．まだ欠面する入が多いけれど，何とかして之が無くなるやうに願ひたい．

虚誕輪島は毎月の報告を出し放しでなく，この誌上に現はれた結果を見て，他

の人々（殊に近い地域の人々）のと比べて，もう一度自噴の観測手帳を開けて

何か思ぴ違ひがあるか否かを研究して貰びたい．群の応分方法などについて，

未だ研究の足りない人があるやうに思はれる。V、つも言ふことだが，器械や方

法を画幅に攣へない～二と．

　伊達英太郎氏が此の月から紅焔の毎日の擬測を報告されてるる．この報告に

ついては形式を目下考へてるる．田上でも紅焔を観測してみるめで，何とか一

様の形で獲表したいと思ふ．十月中の伊達氏の観測は16ケ日で，紅焔の延歎は

52ケであった．』 P1日，18日，19日の分には美しい見取り圖が附せられてある．

とにかく，今後，紅焔の槻測が増すことが望ましい．

　太陽面の黒黒占の見取り圖（スケチ）を毎日田上へ邊って下さる人は無いか？

そのためには特種な経緯度圖を甲上から豫じめ逸ります．詳しくは天界268號

を御覧願ひたい．

☆流星媒　METEORS（142）　　課長小を酵二面（K　Kb1藤，　President．）．

　十二月の流星群中，著しいものは次の通りである・December　rr｝eteors：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　間　陣畑…輻射叩・1髄曜1鵠犬其他
　　　　　　　　　　　十，一一月下旬～十二月上旬i

　　＋＝肚～中旬．i14日

　　　　ケ　．　l
　　　　　　　　　　I
　　　210～23日　　　i
　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

11・一・56・δ一・37・i大熊円速

110

119

2P．5

　　　　　　1

・33i零子・i

＋29「双子β
・・5…小熊β1

博戦，短，輻射黙移動

穂速
タトル彗星
　　（P；13．5年）



天界269鵠1学則音区　月　幸陵39：

太1場黒三食塁撫報皆（1943年十月）Sun－sl］ot　Relative　Nos．，　Oct。ber　194．3。

顧 喬．

青
木
．
　
章
　
盈
　
（
大
阪
市
）
　
一
7
0

仁
田
大
八

坂
本

吉
野
植
田
沓
掛
前
田
森下

元
松
久

．
西
尾
、

竹
内
．
伊
藤

高利美大七型昭明潤夫、博知涼作二作三　務

秋
澤
昭
二
鄭

保
工
善
太
鄭

赤
坂
　
　
陽

亜
山
　
　
川

西
．
山
　
峰
雄

モ
ヨ
ヨ
　
　
ミ
き
ツ
ロ
　
ヨ
ミ
の
　
や
テ
　

　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
P

MN AA　Hz　SA　TI　Tu　No　IlrVf　YT　DM　Kk　1〈U　SY　Su
二
黒
岡

市

v

登　　（　　（

照　東束

市京京
vl　V　　V

蕎2E；是寝
知　古古　阪江
市屋屋市　市
V　　　v　　　v　xvr　v

　　　　　　　　ハ

姫札　束
路

市　幌京
）．@）　　．）

璽一A」Fc蕨論

野阪　　　岡
縣市　田　市
v　　　v　　　v　　　v

2．2　3d：：　55　76　32　32　32　105　5g　36　75　45　102　32　150　42

　
下

聞
V／

as
25　1’nO

概

1測
　者

撫
聾
．

　q裡
tmm

75　64　31　36　64

D　PD　D　P

59

@
D

｛g?≠〟f　ii　45　45　50　6Q　44　50　5C　75　32　60　64　40　75

DDPDD・D　P　DPD　DPD ー
ー
　
　
　
量
」
．
　
　
．
一
一
…

駕
R
㍊
M
｝
M
丑
C
R
…
。
M
⑪
ゆ
⑪

　　

@　

@　

D
　
…
。
G
M

　
　
　
」
韮
…
1
2
1
2
賊
厳
蟹
、
M
M

22
Q4
Q3
Q6

Q
3
［
2
2
2
2
．
1
1
R
鼠
，
⑪
C
⑪
0
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
C
C
・
　
…
1
2
1
2
惣
C
M
…
0
0
0
0
⑪

23

q
C
2
3
2
3
　
2
2
2
2
1
1
翼
R
O
O
O
O
O

C
R
R
C
1
2
…
C
1
2
1
1
R
R
…
C
O
O
O
C

C
C
2
2
2
2
2
2
…
C
C
C
R
R
…
0
0
ゆ
．
0
0

、
2
3
C
R
5
6
2
3
…
3
4
2
3
1
2
1
1
2
2
「
U
O
O
O
O

珍
1
2
1
2
1
4
1
1
…
1
1
1
1
h
1
1
0
…
0
⑪
O
O
C

M
R
R
1
2
1
2
…
1
2
1
1
1
1
R
O
…
O
G
O
O
盈

η
C
M
1
3
1
3
…
M
厳
M
M
M
M
O
O
O
O

、
M
M
R
2
9
2
5
…
M
M
M
C
R
「
O
M
M
O
M

22

b
2
2
2
2
2
2
…
2
2
1
1
C
R
R
…
0
⑪
◎
G
O

．13

q
1
3
1
3
1
4
…
1
3
1
2
1
2
U
O
…
0
0
0
0
0
．

℃
最
2
2
1
9
絡
…
C
1
1
1
1
艮
R
…
1
1
H
O
⑪
O

C
C
2
2
2
2
2
2
C
C
C
R
R
M
M
O
O
⑪

M
1
3
1
7
1
5
1
3
…
1
4
1
2
1
2
R
O
万
M
O
O
M

M
1
3
1
7
M
M
…
M
M
1
1
R
⑪
…
皿
M
M
M
M

：方法

1
2
3
4
5
…
6
7
8
9
0
…
1
2
3
4
5

　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
「
咽
↓
噌
剛
↓
－
1
■
基

　
一
三
三
一
闇
賢
一

O
R
M
O
O
堀
0
0
M
畳

鰯
R
O
O
O
…
⑪
M
M
M
徽

頭
脳
0
甦
R
　
C
O
C
C
艮

O
C
O
O
O
…
0
0
0
M
磁

0
只
0
0
⑪
…
O
⑪
O
◎
只

C
1
1
0
0
C
…
C
O
C
C
C

O
C
O
瓢
0
で
0
0
C
C

O
C
R
R
O
…
0
只
只
1
1
1
2
「

0
0
0
R
澱
…
0
0
0
⑪
R
．

O
R
G
O
．
R
…
0
0
．
G
M
R

O
C
M
O
O
…
M
O
麓
C
H

C
豆
M
M
M
…
M
O
C
M
R
．

O
R
O
．
0
0
｝
0
0
0
0
R

11

O
0
0
0
…
0
⑪
O
C
R

O
R
鎗
1
4
1
1
…
0
⑪
O
C
R
”

O
C
O
M
M
…
M
乃
⑪
C
9

0
0
G
1
2
⑪
…
0
　
！
1
．
1
1

∩
V
O
ハ
）
D
J
O
…
0
∩
V
O
ー
コ
《

　
　
　
て
↓
　
…
　
　
　
　
1
1

ヨ
ー
藝
噸
妻
碍

11
P1
P1
P1
P1

b

M
M
M
M
鍛
M

16
17
エ8

19
2e
2”1’

22
23
24
25

5

6　193

2則 11 翌1 呈1 11 エ2
エ墨 M 11 ユ1 11 忽 u 里1 23 11 c

29　1 13 13 ／1 14 11． 11 M 11 躍 11 11 11 11 23 M 13
301 ．11 11 1！ 13 12 11 M 醗 ユ1 11． 11 11 11 11 瀬 13
31　1 11 11 11 11 1】． 11 12 躍 11 11 11 11 11 1／．M 12
李均1Mean　1

7．
．
8

8 8 6 8 6 5 6 14 7 7 10 4 12

一

日数l
cays　l 2⑪

23 16 23 28 25 8 エ5 21 27 23 19 15 25 18 ユ9



天鋒269 観測三月‡ゼ
395

　．上r！の中，双子t！j篶が配も盛んな出現を見せるが，極大に當る14日．頃ほ満

月直／＿でφる爲その規測を甚し．〈妨害される．し．かし著名な流庵群は月明中

1でも、，L測を忽には出來ない．．』出現程度は光慶からも推定出來るのであるから，1

鰍、を輔される稀罰する．上極大鰹・灘詩耀富な創見eStせ
るもので．あるから鼠意を要する．

　　　　　　　　　　　　×　　　×．　　〉ぐ　　　×

　〉圃は本年七～八月に瓢測された績果の綜合報告をする．

講旛澱謙馳Ob・ervef＄・・d　L…！漉s．（昭禾質入年七，八月）」・ly　・nd　AuguSt，’　1943／
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締考Remarhs：時明畑本申央標準時Time　i．n．」・C・S・T・（？・＝一135。）

　P：ペルセウス群Perse至ds，　δA：水瓶δ群δ・Aquarids，
　（1）津山市（・k＝　一134。1ノ，φ・＝十35。4’）にて観測　（2）電氣科旧館（λ＝一・1．35。30t，

　g厩＋34。401）にて観測，佐伯，梶村r高田と共同　　（3）高田，申井と共同
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　流星群の出現歌況

　七月下旬の水瓶座δ流星群（δ一Aquarids　in　Iast　decade，　July）豫定の槻測計

書に基いて，近畿及關束爾班を申心として観測された．これ等の結某から見れ

ば，七月28日頃から八月．1日頃までは，　．ZF均した一様な出現数を示し，一時聞

7～8個の出現を見た様である．極大は明瞭ではなV・が，29日目は30日目曉にあ

ρたものの携＝である・Kwは29日・同景燦増する一2等ρものを，β・は31日に

一3等のもの各L個を見てみる．Average　during　Iu1y　28～Aug．1was　7～8／hour

max．　aPparently　July　29．gr　30’（mornin奮）

　　　　　　　　　　ノ　　　　　八月1日の朝の襯測に於てKo及Sl’は南魚α流言群の活：助を確認した。

繍arm　from　q　PsA　was　confirmed　oh　Aug。1．輻射黙はKoによれば酵F342。，

δ』　一29．。5（見かけのまyの位置で）であった．

猴水瓶δ流星群の活動期に當り，ペルセウス流星群の坐骨の外，．魚φ群，

龍φ群，魚41群，ペガソスφ群等の活動するのが観測された．詳しく． ﾍ輻射
黙表（追て嚢表す）を参月「されたい．　BesideδAquarids，　displays　of　perspid

f・・e・・nners・φPi・cid・・gD・母r・nld・・．41　Piscids・　，’｝　Pegasids・rt…were・b・e・v・d・

八月目ペルセウス座；纏群「

．七月末よりすでに前細醐測酎t，八月間入り…欠第に其の数を黒した．しカ・

し，八月10日朝のK・の齪測ては一遇三脚0個程反のもので，例年よ怪いがに

思はれたが，．13日朝の観測は，さすがに極大を示し，一時間45個（修並値56個）

を数ふることが出撃た．On　A・9．10，　K・・b・e・v・d（ca，10／h・u・〉，，ather．・f。w

but　on　Aug．13　Ca．45／hour（56，　corrected）were　observed　as　max．

　水瓶群とともに，同時憶測の計書を立て，同一流岬獲得を期待したが，充分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドノ効果をあ．げるζとが出來なかった．Srはこの期問に，ペルセウス流星群の外，

同座ζ星附近に一一一流吐群の活動するを見てみる．　Simultaneous　ebservations

were　not　fruitful．　Sr　observed　a　swarm　ffomζPersei．（1943－10－31）．

編輯豊より

　年朱に託り，研究的な寄縞を浦回して，全部で70ページの特輯號を倉員諸氏

に提供します．別頁に記載の如く，“年鑑”は“年表’「．と改められ，猫立の山行

冊子きなりますので，一月號は干常通りのものとして，非本，波邊，山本，松

蝉讃氏の雄編を載せる予定です．　（1943－12一一20）


